
  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

           

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まだまだ残暑が厳しい日もありますが、そよ吹く風が涼しく秋らしく感じます。これからは、屋外
で活動する時間が多くなりますので、足に合った靴を履かせてあげて下さいね。たくさん遊び、学

び、食べて、寝て、子ども達が大きく成長できる季節でもあります。また、音読コンクールに向けて

の「本を読む時間」もしっかり設けてあげられると思います。 

 そして、今月は【祖父母参観日】があります。子ども達も張り切っていろいろなことに取り組むの

ではないかと思っています。猛暑だった夏の疲れを吹き飛ばし、毎日を笑顔で過ごしましょう♪ 
 

➀ 9/5㈮は、3回目の引き渡し訓練の日です。子ども達が不安にならないよう早目に引き取りに来てあげて

下さい。 

② 9/１2㈮は、祖父母参観日です。日頃の様子を見ていただければ幸いです。また、車は決められた駐車場を

ご利用下さいませ。 

 ※靴は各自準備されたビニール袋に入れお手元にお願いします。 

 ※詳細は8/２４㈯に、hugnoteにて送信してありますので、ご家族の方にもお伝え下さい。 

③ 旅行やお出掛け先でお土産を買ってきて下さるご家庭があります。子ども達も喜んでいますが  

   中にはアレルギー持ちの子もいますので、今後はお気持ちだけ受け取らせて頂きます。 

  ケガ無く笑顔で元気に帰ってくることが一番の嬉しいお土産です(^_-)-☆ 

  これまで、お気持ちありがとうございました。 

２０２５年 

薄着の習慣は健康な身体を作ります‼ 

秋からスタート（10 月を目途） 

肌寒くなって来ると、ついつい自分感覚で子ど

もに厚着をさせたくなりますが、昔から「子ども

は風の子」と言われるように実は 寒さに強いの

です。 

薄着でいると冷たい外気が刺激となって自律神

経などの神経系全体が活発に働くようになり体

温調節機能も高まるので寒さに対する抵抗力が

強い身体になります。 

また、オレンジ体操服と以上児の制服着用に

ついては、天候によって前後するかもしれません

が 10月を目途に考えています。 

 

進級して半年を迎えようとしていますが、ご家庭での

様子はどうでしょうか？お母さん、一人で困っていませ

んか？保育園での様子、今後について一緒に考えてい

けたら・・・と、思っています。 

個人懇談の日程は以下の通りです。希望日を、第三希

望まで記入して下さい。※10/6㈪～10㈮の間に保育ノート

に記入して下さい 

10/20㈪～24㈮の期間 

➀13：00～13；20 ②13：30～13：50 

③14：00～14：20 ③14：30～14：50 

※限られた時間の中での個人懇談会となりますので、

時間厳守でお願いします。 

※ひまわりは 11月、たんぽぽ、ゆりは年明け実施予定 

さくら組の保護者の方へ 

 



  

  

 

  

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

今後の予定  ※お布団は毎週持ち帰りです。 
10/4㈯ ちび☆きら祭り 

10/31㈮ 親子バス遠足（未満児） 

11/1㈯ 清掃活動 

12/6㈯ 生活発表会 

 

 
 

今月は つくし組 です 

トイレットペーパー ３ 

雑巾 2 

ティッシュ BOX １ 

記名不要です 

ご協力お願いします 

 

 

 

 

お ん 
た じ う 

び 
お で と ょ め う 

ゆり組  9日  幸波ちゃん   5 歳 

さくら組   1 日  さくらちゃん  3歳 

 

9 月の行事予定 

おめでとうございます！ 

 

 1 日㈪ 身体測定 

2日㈫ 個人表彰式 

 ５日㈮ 引き渡し訓練 

６日㈯ 職員研修会 

１０日㈬ 女性消防士さんの紙芝居 

１２日㈮ 祖父母参観日・職員会議 

      月に一度のお弁当の日 

１５日㈪ 敬老の日       

2５日㈭ ９月のお誕生会 

※グラウジーズスポーツ教室（ひまわり組） 

 

 

 

 

 

 

 この世に仲間入りした赤ちゃんは、欲求だらけです。つくし組の年代までは、おっぱいを欲しがり抱っこを求め、全

て本能のままの姿。躾の基礎・土台作りに一番最適だと思われるすみれ組になるとちょぴり反抗的な態度も見え隠

れします。言葉を発することができなくても、こちらの言葉を理解する能力はあります。習慣を身に付けるのに大事

な時期です。例えば、➀挨拶（起きた時、登降園時、食事など） ⓶食事の時は手づかみではなくフォークやスプーンで

食べる、そして席を立たない ③おむつに出ていても出ていなくてもトイレに座る ④チャイルドシートに座る・・・等、

色々と習慣にした方が親子共々楽に過ごせます。例えば、赤ちゃんの頃はすんなりとチャイルドシートに座ってくれ

ていたのに今では大暴れして座ってくれない・・・少しだけの距離ならそのままで、泣いて暴れるくらいならと許して

いないですか？ここは大人がグッと我慢して命を守る為、ルールをまもる為にチャイルドシートに座らなければいけ

ないことを教え習慣にしてあげないといけません。子どもの気持ちに寄り添いつつも教えてあげなければならない

こと、涙を流せば大人は聞き入れてくれると学習してしまうと、いろいろな意味で修正が効かなくなります。 

また、小さいから・・・と、接している親とそうでない親の子どもに大きな違いがあるのをご存知ですか？子どもは

したがり屋さんですが、危ない、まだ早いよ、してあげるから大丈夫・・・と親が手取り足取り面倒をみてしまうと自

分で考えない環境を作ってしまいます。そうすると、とっさに何かを問われてもどうすればいいのだろう…と、戸惑

ってしまいます。「自分でやってみたい」「真似てみたい」の気持ちを大切にしてあげ出来ても出来なくてもチャレン

ジさせてあげたら失敗しても大丈夫！次も頑張ってみよう！…と、前向きな気持ちを持つことができる子に成長す

ると思います。 

 つくし組やすみれ組の子も同様で、年齢に関係なく手押し車や鉄棒での足抜き、紙おむつでなくパンツ、たんぽぽ

組の子でもお箸で上手に食事出来る子、夜寝る時もパンツの子等々、少し難しいんじゃない？まだ年齢的に早くな

い？ってことでも、子どものやる気、環境さえ整えば個々の能力を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

最大限に引き出してあげられると私は思っています。どれもこれも月

日が経てば出来るようになる…確かにそうですが、子どもの 【やっ

てみたい⇒チャレンジする⇒できた⇒楽しい⇒自信となる⇒また、や

ってみたい】 この気持ちを大切にしてあげたいです。失敗を恐れる

ことなく色々な体験、経験を積み重ねモチベーションアップに繋げる

為にも、今一度言葉掛けはもちろん！日常生活で手取り足取り先回

りした子育てをしていないかどうか振り返るにも良い機会ではない

でしょうか？ 

子どもは、生まれながらにして天才なのです。大切な幼少期だから

こそ、子どもと向き合い子どもの気持ちに寄り添い みんなで、我が

子のやる気スイッチをＯＮにしましょう♪ 明るい未来が待ってます

から…(^^♪                       副園長 松倉清美より♪ 

 

我が子を信じ・子どもの能力を引き出してあげませんか？ 


